
１、２年生の低視力生徒では受診報

告がまだ半分以下となっています。

該当生徒に「視力検査の結果と受診のおすすめ（２回目）」

を配付します。眼科医での精密検査と指導を受けられることをお

すすめしています。ＢＣＤ（１．０未満）視力の生徒の中には「黒

板が見えにくい」「目を細めてしまう」の話も聞かれます。見えに

くさのために学習時の集中力が妨げられたり、思わぬケガの原因

になったりします。

家族と相談して、受診の計画を立てるようにしましょう。

毎年、飛翔祭では一人ひとりの”隠された才能とパワー”を目の当たりし、
見ている側に驚きと発見と感動が溢れました。

日々の中には楽しいことばかりではありませんが、仲間と共有した素晴ら
しい思い出はきっと、苦しいときや辛いときに「乗り越える勇気」や「やり
過ごす気持ちのゆとり」を与えてくれることでしょう。

さあ、あなたの次の目標は何かな？そろそろかぜ症状が出やすい季節です
から、睡眠や食事などの生活を整え、また一歩進んでいきましょう。
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●Ａ視力（１．０以上）は学年が進むにつれて減少しています。南中全体としての結果は全国
値とほとんど同じでした。

●低視力による眼科受診の状況は、３年生で高いです。

近い距離でものを見るとき、目の中では水晶体を厚くしようと毛様

体筋が緊張します。そして、強い光を見るときも毛様体筋は緊張しま

す。例えばスマホやＰＣ，タブレット端末などの画面からは強い光が

発せられています。

つまり、情報端末などの「強い光」を「近い距離」で見ることは、

目をとても疲れさせるので、視力の低下などを招きやすいのです。

○接種回数は１２才までは２回、１３才以上は１回です。

○できるだけ１２月初旬までに接種を済ませることが望ましいです。

○とくに３年生は受験を控え体調管理がとても重要になってきます。

積極的に受けることをおすすめします。

○ワクチンの効果は接種２週間後からです。３～５ヶ月間くらい効果が

期待できます。


